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　講演の前に、疲れを取る目的で「ゴリラの鼻くそ」

という本物の甘納豆を配られました。

　まず、まちづくりの現状について、まちづくりは

建物を造ったから活性化されるものではないという

ことで、以下の５つの気を付ける点を話されました。

「まちづくり発想法」

① まちづくりの“常識”にとらわれるな

　「何 ゾ々ーン」といったゾーニングで地域を区切るやり

方が、あちこちで行われてきました。非常に美しい町

並みに見えるが、使いにくくなり、ビジネス街は人が

歩かなくなってしまいます。こういったまちづくりで

良いのかと疑問を呈したジェイコブスという女性が

「ジェイコブスの原則」を作りました。原則の一つ目

は、街は単一機能にしてはいけないという法則です。

つまり、たくさんの用途があって良いというのが発

想です。店の脇に事務所があり、裏に住宅があると

いったのが昔のまちだったのです。一見ごちゃごち

ゃしているように見えるけれど、そのほうが便利で

しょうというのが「ジェイコブスの原則」なのです。

　今一番注目されているまちの、青森のコンパクト

シティが良い例です。色々な機能が入ったアウガと

いうビルは、下が商業施設で上が図書館です。その

隣の高齢者対応のマンションは完売です。高齢者は

除雪が大変だけれども、このマンションであれば除

雪がいらないからです。中心市街地に人が戻ってき

た一番の理由です。

　青森のコンパクトシティは何を目標としているか

ですが、街を小さくまとめるのではなく、郊外へ広

がりお金がかかってきたものを省エネ型のまちづく

りをして、まちの中心にエネルギーを向けようとい

うのが発想です。

　いわきでは、平ばかりが中心だという傾向が見ら

れますが、平は平のやり方、小名浜は小名浜のやり

方、常磐は常磐のやり方があり、色々なところでコ

ンパクトなやり方が可能になってくると思います。

　この街はどうやったら、暮らしやすく、働きやす

くなるのかと発想してもらいたいです。

12月通常例会・第２回臨時総会開催・講演会開催

　12月13日㈭ 建設会館にて12月例会が開催されました。例会後、第２回臨時総会に於いて平成20年度役員（案）が

原案通り承認されました。（４ページに掲載）

　さて本年度２回目の講演となりました今回の講師は、東北ジャイロ流通研究所所長 小柳剛照氏に「まちづくりの

ヒント」をテーマとしてお願い致しました。

　里見代表幹事の挨拶、寺主副代表幹事の講師紹介が行われ講演が始まりました。

「まちづくりのヒント」
東北ジャイロ流通研究所所長　 小 柳 剛 照 氏

要　旨

② ナンバーワンを目指すな

　NO.1を目指したいのはわかるけれども、抜かれた

ら終わりなのです。１番は知っているが、２番目は知

らないことが多いです。（富士山と北岳、県知事と副知

事など）１番目は目立つが、２番目は目立たないのです。

「うちだけなんですよ」というのが目立ちます。オンリ

ーワンになるのが必要です。

③ 問題は“心の過疎”

　心の過疎とは、「どうせこの街はだめなんだ」という

気持ちです。 心の過疎があると何事も上手くいかな

くなります。 元気がなくなるのです。こういったま

ちに行くとみんな元気のない顔をし、 かならず「こ

のまちは元気がなくて」と愚痴をこぼしています。

 この街に元気がないのではなく、あなた自身が元気

になるのが必要だといいます。 まずはじめは、空元

気でも良いのです。何かやってみようというのが必

要です。

④ 悲観メガネをはずす

　 悲観メガネとは、「どうせこの街はだめなんだ」

「うちの会社は小さいから何をやってもだめなんだ」

という気持ちです。真っ赤のサングラスを掛ければ

何事も赤く見えるが、はずせば良いところが見えて

くるのです。

⑤ 不利を逆手にとる発想法

　温泉地に元気がないと言われていますが、その最

たる所が福島の飯坂温泉です。 しかし、 小さな温泉

地でも黒川温泉や湯布院温泉といった元気が良い所

もあります。湯布院温泉では、「何もなくてすいま

せん」とは言いません。

「何もなくて素敵でしょう」と言っているのです。

自然に接するのが、最大のおもてなしなのです。そ

こに気づくのが必要です。自分の街、会社にすばら

しいものが埋もれているかを発掘してほしいです。

何々だから駄目ではなく、何々だから良いんだとい

う逆の発想が必要なのです。

　いわきについては、ラトブの活用。活用する上で、

一番即効性のあるのがイベント。ラトブを中心にし










